






はじめに 

小児の悪性新生物の治療成績は近年著しく向上しており,特にウイルムス腫瘍や肝悪性腫

瘍ではその進歩は目ざましいものがある。 

しかしながら,外科的悪性腫瘍の中でもっとも頻度が高い神経芽細胞腫では,近年の治療法

の進歩にもかかわらず,全く治療成績の向上がみられず,今後に残された問題が多い。そこ

で私達は,昭和55年8月より保健所における定期検診を利用し,乳児の尿中VMAをマススク

リーニングすることにより,神経芽細胞腫の早期発見・早期治療を試みてきたので報告する

。 


